
けいちゃん・はんちゃん・なぁちゃんの3人が、けいはんな学研都市の8市町（精華町、木津川市、京田辺市、枚方市、交野市、四條畷市、奈良市、生駒市）
を訪問します。
けいはんなView Vol.66では、枚方市を訪問しました。
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　枚方市の住宅地を歩いていると、農業用のため池にたくさんのソーラーパネルが設置されているのを見つけたよ。池の真ん中にズラズラ～っ
と並んだソーラーパネルで作られた電気は、なんと「ひらかたパーク」まで送られているんだって！ため池の隣にある招提小学校４年生の授業で
は、このソーラーパネルが探究学習の教材として活用されたそうだよ。一体どんな内容の授業なのか、担当の先生方にお話をうかがってみよう！

　地元の農家さんに野菜づくりのノウハウを教えてもらえる『週末農業スクール 農ガクLab.』では、趣味や家庭菜園の延長で野菜づくりを学
びたいという幅広い年代の人たちが参加しているんだって！「生徒さんに伝えたいのは、野菜を育てていく過程を実際に体験してもらうこと。

失敗をすることもあるけど、そこから見えてくることもたくさんあるということです。誰でも農業と関われるイベントもあるので、色んな
人が気軽に参加してくれたら嬉しいです」とお話しされていたよ。
　そんな穂谷にある古民家を改装したカフェ「ツチノトイロハ」では、地元の農家さんが作った新鮮な野菜を使った料理が提供されているよ。
オーナーさんは「10種類以上の野菜を使ったサラダボウルがオススメですよ。副菜のイメージがあるサラダですが、メインディッシュ並みのボ
リュームでお腹いっぱいになっていただけます！」と、地元自慢の野菜について教えてくださったよ。

　授業を通して「今まで自分たちは電気の無駄づかいをしていなかった
かな？」と改めて考えたり、新たな気づきを得られたという招提小学校４
年生のみなさん。学年主任の大塚先生は「電気は必須だからこそ『よりよ

く使うためにはどうしたらいいかな？』と考え、これからの自分たちの
行動が身近な社会をちょっとずつ変えることができると実感しても
らえたら嬉しいな」と、お話しされていたよ。

　「ここに来た人は『大阪市内からそう遠くはないのに、この穂谷
は自然が豊かですごく落ち着く環境ですね』と、よくお話しされる
んです。そんな環境を、皆さんにも実際体感してほしいです」「近

隣には貸し農園もたくさんあるので、ぜひ農業に興味がある方
や会社・企業さんなどに活用していただきたいです。そし
て、この地域の活性化に繋がればいいなと思います。」と、みなさ
んお話しされていたよ。美味しい野菜、きれいな空気、ゆったりし
た時間の流れ。穂谷の魅力を全身で味わったら、なにか新しい発
見があるかもしれないね！

　枚方市の東に位置する穂谷地区へやってきたよ。山や川に囲まれ、野生のウサギやタヌキ、キジにも出会える自然いっぱいのこの地区
には、市街地や大阪市から多くの人が足を運ぶ『魅力』があるそうなんだ。穂谷の魅力について教えてくださったのは、農業スクール「農ガ
クLab」 を運営されている里山農園テロワールさん、さまざまな古民家の管理をされている（株）サムズさん。

枚方市の課題解決型学習（PBL）とは
枚方市の学校では、日常生活の中での疑問や、社会の本物の課題解決に取り組み「未来を切り拓く力」を身に付ける探究的な学びを実践しています。
※PBL = Project Based Learning

「だから、枚方」
子育て環境の充実、自然と都市のバランス、学びや文化の豊かさ――

　日々の暮らしの中に、このまちを選んだ理由はたくさんあります。
その理由の最後を「だから、枚方」と結び、生の声を発信することでまちの魅力をよりシンプル
に伝えることができる、共感できる合言葉として、市民の「生の声」を大切にしたプロモーショ
ンを展開しています。
　「子どもをのびのび育てられる。だから、枚方に住んでいます。」
　「ICT教育など進んだ教育を受けられる。だから、枚方市を選びました。」
――そんなふうに一人ひとりの「理由」を添えて発信する「だから、枚方」で枚方市の魅力を
感じてください。
――そんなふうに一人ひとりの「理由」を添えて発信する「だから、枚方」で枚方市の魅力を
感じてください。

　「この授業は、『わたしたちのまち枚方』という自分たちの街を知
る取り組みの一環なんです。小学校の隣にある大きなソーラーパネル
を間近に見ながら、『電気ってどうやってできるんだろう？』というところ
から社会科の授業を始めていきました」と、担任の春名先生。発電にはど
んな方法があるのか、作った電気が使われるまでにどんな工程があるの
かなど、普段あたりまえに使っている電気についてみんなで学んだそう
だよ。会社の方を招いた授業では、パネルを間近で見学して『パネルのま
わりに浮いているブイは何のため？』『どうしてパネルが列ごとに傾いて
設置されているの？』など、みんながその場で浮かんだ疑問を担当者の方
にぶつけて、さらに学びを深めていったよ！

枚方市シティプロモーションサイトはこちら




